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 『徒然草』とその時代―人物考証による再検討 






This paper is aimed at manifesting Kenko’s perspective on his time and the people around him 
based on historical records, and at deepening our appreciation of his work.  Chapter 1 explores his 
time and community based on the 207th waka by Taira Koretoshi.  In Chapter 2 the Joshin time 
and some relevant people are identified by scrutinizing the contents of “Junii Kinyo Kyujo,” and the 
background of Nos. 65 and 66 of the Kenko Hoshi Collection is investigated.  In Chapter 3 the 
medieval Japanese era-naming system, gengo, is examined.  Moreover, the relationship between 
the questioner and the answerer in those days is investigated according to the interrogative 
expressions.  Chapter 4 probes Tatsuaki’s and Kageshige’s stances on yokobue.  Also, the sense of 
value in medieval bushi society is explored according to three stories on Hojo Tokiyori.  
Furthermore, through the route of wakas, the place he visited during his trip to Kanto is confirmed 
as Shomyoji Kanesawa Bunko.  In Chapter 5 Kenko’s friends and acquaintances are described 
based on the illustrated version.  Chapter 6 focuses on Kenko’s mental and physical changes to 
explore the reasons why Kenko discontinued Section 1 and rewrote Section 2.  Chapter 7 traces 
Kenko’s life as a waka-master and analyzes his state of mind.  These investigations reveal that 
Kenko’s objective of writing Tsurezuregusa was to describe the language and lifestyle of those 
people who lived in the Kamakura period, from his own critical viewpoint, with a precarious 
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れとしの朝臣」について，同集 242 番詞書の「平貞直朝臣」を平宣時（『徒然草』215 段に出
る）の孫，宗泰の子であること，「これとしの朝臣」は平惟俊であること，時期は嘉元 3年（1305）
以前であること，兼好が鎌倉に下向し平惟俊家の歌会に参加したのは嘉元 2年頃であること，
平惟俊の一族と兼好が仕える堀川具守家とは後宇多・後二条朝の近臣として立場を同じくした
ことなどを明確にし，そうした背景に照らして兼好が鎌倉の平惟俊家の歌会に参加したことの
意味，宗尊親王の娘永嘉門院，宗尊の妹延政門院と堀川具守の関係など，従来の研究では見通
されてこなかった人物関係を解明している。 
 第二章では，『徒然草』45段の「堀池の僧正」のことを「公世の二位の兄」として書き始め，
『兼好法師集』でも比叡山横川の霊山院の堂の柱に書き付けた公世の歌を見つけた兼好が傍ら
に公世を慕う歌を書き添えたとあり，兼好にとって忘れがたい人物の一人である藤原公世につ
いて，従来翻刻資料の解題でしか言及されて来なかった「従二位公世卿状箏伝来の事」（以下
「上申書」と略称）を再検討し，上申書中の①「前内府師」と②「前内大臣」，また③上申の
時期につき，①と②は花山院師継，③は師継の没年以降とする通説に対して，②を大炊御門冬
忠，③を師継の散位以降とする新説を提起した。その過程で生年不明の公世の生涯も次第に明
らかになり，本論文では『徒然草』107段に堀川具守とともに出る洞院実雄の猶子となったこ
とに注目して，『徒然草』諸段及び『兼好法師集』の贈答歌等を読み直し，堀川家と洞院家の
密接なつながりの中で兼好の公世に対する親近感が生まれていたことを指摘している。本論文
では上申書が世間に知られ，兼好も内容を熟知していたと見ているが，兼好は公世や関係者と
近い関係にあったからこそ，狭い世間の範囲でこの種の文書を知り得たとも言える。 
 第三章では，『徒然草』70段の冒頭に「元応」（1319～1321），50段の冒頭に「応長」（1311
～1312），221段の冒頭に「建治、弘安」（1275～1288）と，元号を明示して書き始める意図を
考察している。70 段には，後醍醐天皇即位後の大嘗会で演奏されるべき琵琶の名器玄上は紛
失中，これに代わる名器牧馬を演奏した西園寺兼季を陥れる陰謀のあったことが書かれている。
50 段には，女が鬼となって伊勢の国から上洛し，都を騒がせた事件が書かれている。応長元
年は天下に疫病が流行し延慶から改元されたばかりであったが，翌年早くも天変地異により正
和へと改元される。鬼が向かった先の一つに西園寺実兼（兼季の父）邸があり，不穏な社会情
勢を背景とするように見えるし，兼好自身程なく出家する時期に当たる。この両段に対して，
221段の「建治、弘安」の頃は兼好が生まれる前の時代であり，兼好は当時を知る老人たちか
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ら話を聞いて，現代の風俗の過差（ぜいたく）を批判している。したがって 221段の例はその
元号が不穏な社会情勢の記憶を喚起させるわけではないが，過去のよき時代と対比することで
兼好の生きる現代の負の側面に目を向けさせる働きをしている。各段切り離しての読み方とし
ては特に新見とは言えないにしても，元号を明示する段や，「いかなる～かありけん」という
表現を用いる段のまとまりに注目すると，確かに時代の空気感や兼好の姿勢がより鮮明になる。 
 第四章では，第一章でも言及した兼好若き日の関東下向とは別に出家後，再度関東に下向し
た事実を取り上げ，両度とも金沢文庫での書籍の閲覧や書写が兼好の学問的視野を広げたとす
る。そして書物による知識の獲得にとどまらず，北条時頼の逸話の取材源となった隆弁・大仏
宣時らの伝記的事実やそれぞれの一族と兼好との関係を詳述し，再度の関東下向が兼好の後半
生のスタートや『徒然草』の執筆にとって重要な行動であることを明らかにしている。 
 第五章では，近世における『徒然草』版本の挿絵を取り上げて，松永貞徳著の注釈書『なぐ
さみ草』の挿絵の影響力の大きさや兼好を痩身の老法師の姿で描くことの定着を確認している。
挿絵をも含む近世の『徒然草』理解をどう活用するかは，今後の課題として発展を期待したい。 
 第六章では，『徒然草』の成立を 32段までを第一部，以降を第二部とする説を支持し，第一
部中断及び第二部執筆の要因を考察している。そして第一部を執筆する以前にすでに多くの登
場人物が亡くなり，しかしその大部分は第二部になってから登場する人物であることは，出家
後の自由と孤独がもたらした思索の結果であり，それは有職故実への関心の深まりとともに，
古きよき時代への共感の表れであるとの見方を示している。中断については二条派歌壇内の事
情に伴う歌人としての活動の多忙化に注目して，やはり本論文らしく人物関係を詳細に把握す
ることで穏やかな推論の根拠を整備したと言える。第七章では，『兼好法師集』を根拠資料に
兼好の後半生における心境の推移をたどり，実質的に本論文のまとめをなしている。 
 本論文は，このように明確な問題意識のもと，『徒然草』及び『兼好法師集』の全体を読み
解き，基本史料を精査して人物考証に数多くの成果をあげ，文章表現上の不備・不統一も混じ
りはするが，『徒然草』とその時代を研究テーマに掲げて，まだこれだけの実証が可能である
と気づかせてくれる労作である。関東の人々も含めて，『徒然草』にしか書かれていないこと
を兼好が書いた事情，書けた理由を，本論文は兼好の人物関係の中に探り当て，当代には失わ
れた生の規範を彼らの言動に見いだそうとする兼好の姿勢や思索の跡を粘り強く論述した。よ
って審査員一同，博士（文学）の学位の水準に到達していることを認め，合格と判定する。 
